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１．はじめに 

自然災害のうち水害，土砂災害は，その原因となる大雨の発生や台風の接近等がある程度予測可

能であることから，事前避難の可能性がある．自治体では警戒レベル 3（高齢者等避難）の早期の発

令により避難を促しているが，実際の避難者数が多いとは言えない．一方公共交通の分野においては

近年，路線バス等の定時定路線方式の交通以外に，事前予約に基づいてよりドアツードアに近い形態

での輸送を行うデマンド交通が普及しつつある．筆者らの既往研究では，デマンド交通の利用登録者

を対象にアンケート調査を実施し，デマンド交通による避難支援が利用可能な場合，警戒レベル 3 段

階で避難するとする回答が 2 倍～2.4 倍となることを示した 1)． 

既往研究の調査地域は山間部の土砂災害リスクの高い地域であり，かつデマンド交通利用者に限

定した調査であった（図－1の左）．一方，河川氾濫や高潮災害に関しては，一般に低地で浸水被害

が広域に及び，多数の住民が避難を迫られると考えられる．また避難支援の利用を希望する住民は，

デマンド交通あるいは公共交通の日常的利用者に限定されない可能性がある．そこで本研究では，水

害リスクの高い地域を対象に，高齢者全体を対象としてアンケート調査を実施した（図－1の右）． 

 

図－１ 既往研究 1)（左）と本研究（右）の調査内容の違いの模式図 

 

２．宇部市厚南地区の概要 

宇部市厚南地区は宇部市の西部に位置し，2023 年 10 月 1 日現在，住民基本台帳人口 10534 名，そ

のうち 65 歳以上人口 3413 名，高齢化率は 32.4％である 2)．同時点での宇部市全体の高齢化率が 33.8％

であるため，市内では平均的な高齢化率である． 
厚南地区の主要な災害リスクとして，地区の東側を流れる厚東川の洪水，南方の周防灘からの高潮

等が挙げられる．宇部市の厚東川洪水ハザードマップ 3)によれば，想定最大規模の洪水において，厚
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南地区東部では垂直避難が困難とされる 3m 以上の浸水深と成り得るとされ，さらに広域で 0.5m 以上

の浸水が予想されている．また高潮ハザードマップ 4)においても，想定最大規模で 5.0ｍ以上の浸水が

予想されている．1942 年の周防灘台風においては，当地区を含む宇部市は高潮災害により甚大な被害

が記録されている 5）．このように，厚南地区は水害により広範囲が浸水する可能性があり，また 1 万

人以上が居住していることから，早期避難は重要な課題であると言える．

一方，公共交通としては，地区北側に JR 宇部駅が立地するほか，宇部市交通局及び船木鉄道により

運行される路線バスが厚南地区と宇部市中心部を結んであり，市内の主要幹線として機能している．

また地域内交通として，定時定路線方式のコミュニティタクシー「にこにこ号」が 4 ルートで運行さ

れている 6)．なお既往研究における調査地区と異なり，調査時点でデマンド方式の公共交通が導入さ

れていない点については留意が必要である．

３．アンケート調査の実施内容 

３．１ 調査票の設計 

今回のアンケートの設問は，公共交通の利用状況等に関する交通分野の設問，災害リスク認知状況

や過去の減災行動に関する防災分野の設問，個人属性に関する福祉分野の設問の 3 分野に大別される． 

（１）交通分野の設問 

・買物及び通院の頻度，主な買物・通院先，交通手段

・バス及びコミュニティタクシーの利用頻度

地域における公共交通の需要規模を明らかにするための設問である．

（２）防災分野の設問 

・周防灘台風（1942 年）に関する知識

・避難経験

・懸念する災害

・避難場所の事前決定

・洪水・高潮ハザードマップの認知状況

・避難判断のタイミング

・デマンド交通による避難支援が利用可能な場合，警戒レベル 3（高齢者等避難）で避難するか

災害リスクの認知状況や実際の減災行動，デマンド交通による避難支援が利用可能な場合の避難行

動について尋ねている．

（３）個人属性・福祉分野の設問 

・年齢

・居住する自治会区

・自動車運転免許の保有状況

・介護保険・障害者認定の状況

・厚生労働省の「介護予防のための生活機能評価」のうち運動能力・閉じこもりに関する 7 項目

・同居状況

・ソーシャルサポート指標 8)

高齢者の健康状態，生活環境は多様であることから，回答者の状況と災害時避難に関する回答の関

係を確認するための設問である．

３．２ 調査の概要 
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以下にアンケート調査の実施概況を示す．

実施地域：宇部市厚南地区

調査対象：宇部市の住民基本台帳より，➀厚南地区在住（ただし浸水リスクの低い 2 自治会区は除外），

➁65 歳以上 の 2 条件を満足する 500 名を無作為抽出

配布回収方法：郵送配布，郵送回収

実施時期：2023 年 12 月（11 月 29 日発送，12 月 25 日締切） 

2024 年 1 月 5 日時点で，返信数は 292 名，回収率は 58.4％となった． 

４．アンケート結果の分析と災害時避難支援に向けた課題 

回答者自身の健康状態については，介護保険認定者は全体の 12.7%，障碍者認定者は 8.6％であった．

「介護予防のための生活機能評価」のうち運動能力（5 点満点）の分布は図－２に示す通りであり，

介護予防の対象となる特定高齢者の基準である 3 点以上の回答者は全体の 26.4％であった．運動能力

に不安を感じる高齢者が地域に一定数居住していることを示しており，この不安が早期避難への躊躇

につながり得ると考えられる．

図－２ 運動能力得点（5点満点）の分布

災害リスクに対する認識として，先述の周防灘台風の被害について「詳しく知っている」としたの

は 14.4％に留まり，58.6％は「聞いたことがあるが、詳しくは知らない」，25.3％は「知らない」とし

ており，高齢者であっても 70 年以上前の災害についての伝承が容易でないことも示された．洪水・高

潮のハザードマップについては「内容を覚えている」のは 26.4％に留まっており，地域の潜在的災害

リスクの認知についても十分ではないと考えられる．

実際の避難行動については，84.0％が「避難したことはない」と回答している．また警戒レベルごと

の避難意向を尋ねたところ，高齢者等避難（警戒レベル 3）での避難意向を示したのは回答者の 10.3％

であり，「避難指示（警戒レベル 4）（26.7％）」，「緊急安全確保（警戒レベル 5）（34.6％）」など，大規

模災害時に避難遅れが生じかねない回答となった（図－３）．

図－３ 避難タイミングの意向 

このような中で，デマンド交通による避難支援の効果の可能性を表－１にまとめた．デマンド交通

による避難支援が導入されることで，高齢者等避難（警戒レベル 3）段階で避難する意向を示す人が

3.7 倍となった．これは筆者らの既往研究 1)よりも高い倍率である．また図－４に示すように運動能力

得点が高く，移動に不安を感じる高齢者においてもレベル 3 段階での早期避難の意向が高まっている

ことがわかる．ただし， 運動能力得点の早期避難意向への影響は既往研究 1)よりも弱い結果となって

おり，図－１に示す調査対象の変更の影響等について，さらに精査を行う必要があると考えられる． 
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表－１ デマンド交通による避難支援の効果 

 

 
図－４ デマンド交通による避難支援がない場合（左）とある場合（右）における 

運動能力得点別の警戒レベル 3段階での避難意向比率 

 

５．おわりに 

今後は，本調査結果をもとに，厚南地区における具体的な早期避難のためのシステム構築を課題

としたい． 
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292人中
A.デマンド避難関係なくレベル3で避難する人 30人10.3%
B.デマンドで避難するor多分避難する人 105人36.0%
C.デマンド避難ができればレベル3で避難する増加人数 82人28.1%
D.デマンド避難可能な状況でレベル3で避難する人 112人38.4%

倍率(D/A) 3.7
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